
 

 

 

【日本の農業の特色】 

 

九州地方 

 ・筑紫平野は稲作がさかんで、冬の温暖な気候を生かして小麦などの二毛作を行う。 

 ・宮崎平野では、冬の温暖な気候を生かして、ビニルハウスでの野菜の促成栽培を行う。 

 ・シラス台地が広がる九州南部では、畑作と肉牛、豚、鶏の飼育をする畜産がさかん。 

 

中国地方 

 ・高知平野では、温暖な気候を生かした米の二期作から、野菜の促成栽培が中心になった。 

 ・瀬戸内では、愛媛のみかんや岡山のブドウ栽培がさかん。 

 

近畿地方 

 ・降水量の多い紀伊半島では、「吉野すぎ」や「尾鷲ひのき」などの林業がさかん。 

 

中部地方 

 ・知多半島や渥美半島では、温暖気候を生かして野菜や果樹、花の栽培がさかん。 

渥美半島では、ビニルハウスで菊や温室メロンを栽培する施設園芸農業を行う。 

 ・静岡県の牧の原を中心に、温暖な気候と水はけのよい土地を利用した茶の栽培がさかん。 

 ・中央高地の甲府盆地や長野盆地では、養蚕からぶどうやもも、りんごの果樹栽培に変化した。 

 ・野辺山原などでは、冷涼な気候を生かしてレタスやキャベツなどの野菜栽培がさかん。 

・北陸では米の単作がさかんに行われ、全国でも有数の稲作地帯である。 

 

関東地方 

 ・東京の郊外では、野菜の生産や畜産を行う近郊農業がさかん。 

 ・関東平野では野菜栽培がさかんで、茨城のはくさいやピーマン、千葉のねぎやほうれんそうなど

各地に特産地ができている。 

 ・群馬の妻恋村などの高冷地では、夏の涼しい気候を生かしてキャベツなどの高原野菜を栽培する。 

 

東北地方 

 ・秋田、庄内、仙台平野を中心に稲作がさかんに行われている。減反政策、やませによる冷害に対

して銘柄米の開発でのりこえた。 

 ・水はけのよい山の斜面や扇状地では、果樹栽培がさかんに行われている。 

特に、青森のりんご、山形のさくらんぼ、福島のももの生産が多い。 

 

北海道地方 

 ・石狩平野では、泥炭地の開発と米の品種改良によって、稲作がさかんに行われている。 

 ・十勝平野では、広大な農地と大型機械による畑作がさかんで、じゃがいもやたまねぎ、 

てんさい、などの生産が多い。 

 ・根釧台地では、国の政策で酪農の村が計画的につくられ、大規模な酪農が行われている。 
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【日本の農業の特色】 

 

①筑紫平野は(  )がさかんで、冬の温暖な気候を生かして

小麦などの(  )を行う。 

②宮崎平野では、冬の温暖な気候を生かして、ビニルハウス

での野菜の(   )を行う。 

③(  )が広がる九州南部では、畑作と肉牛、豚、鶏の飼育

をする(  )がさかん。 

④高知平野では、温暖な気候を生かした米の(  )から、野

菜の(  )が中心になった。 

⑤瀬戸内では愛媛の（   ）や岡山のブドウ栽培がさかん。 

⑥降水量の多い紀伊半島で「吉野すぎ」や「尾鷲ひのき」な

どの(  )がさかん。 

 

 

⑦渥美半島のビニルハウスで菊や温室メロンの(  )を行う。 

⑧静岡県牧の原を中心に(  )の栽培がさかん。 

⑨甲府盆地や長野盆地では、(  )からぶどうやもも、りん

ごの果樹栽培に変化した。 

⑩野辺山原などでは冷涼な気候で(  )などの栽培がさかん。 

⑪北陸では米の(  )がさかんに行われる稲作地帯である。 

⑫東京の郊外で野菜の生産や畜産を行う(  )がさかん。 

⑬群馬の妻恋村などの高冷地では、夏の涼しい気候を生かし

てキャベツなどの(  )を栽培する。 

⑭(  )、庄内、仙台平野を中心に稲作がさかんに行われて

いる。(  )、やませによる(  )に対して(  )の開発で

のりこえた。水はけのよい山の斜面や扇状地では、果樹栽培

がさかんに行われている。特に、⑮青森の(  )、⑯山形の

(  )、⑰福島の(  )の生産が多い。 

⑱石狩平野では、泥炭地の開発と米の品種改良によって、

(  )がさかんに行われている。 

⑲十勝平野では、広大な農地と大型機械による(  )がさか

んで、(  )やたまねぎ、てんさい、などの生産が多い。 

⑳根釧台地では、国の政策で計画的につくられた村で、大規

模な(  )が行われている。 
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【日本の工業の特色】 

 

九州地方 

 ・北九州工業地帯として、八幡製鉄所の鉄鋼業を中心に発達した。 

 ・現在は、高速道路や空港の近くに自動車やＩＣ工場が増加している。 

  

中国地方 

 ・瀬戸内工業地域では、鉄鋼業や石油化学工業が発達している。 

 ・岡山県倉敷市の水島、山口県の周南市や岩国市など、石油化学コンビナートが発達している。 

 

近畿地方 

 ・阪神工業地帯では、せんい工業中心に発展し、戦後は臨海部で石油化学工業が発達した。 

 ・都市内部に中小企業が多く、先端技術産業を支える企業もある。 

 ・地盤沈下や環境保全を考え、リサイクル水を使用するなどの環境対策を実施する工場が増えた。 

 

中部地方 

 ・中京工業地帯は豊田市を中心に自動車産業、伊勢湾沿いで鉄鋼や石油化学工業が発達している。 

 ・東海工業地域では、浜松のオートバイや自動車、楽器の生産がさかん。 

静岡県富士市では、製紙・パルプ工業がさかん。 

 ・諏訪盆地では精密機械工業が発達している。 

高速道路の整備により電気機械工業が発達してきた。 

 ・北陸地方では地場産業が発達し、燕市の洋食器などの金属製品の生産がさかん。 

また、古くからの技術を生かした伝統的工芸品の生産がさかん。 

 

関東地方 

 ・京浜工業地帯は、化学、鉄鋼、機械を中心に発達し、出版・印刷業が東京中心部に集中している。 

 ・北関東工業地域は、内陸部の高速道路沿いに工業団地をつくり、機械工業を中心に発達した。 

  

東北地方 

 ・伝統的工芸品の生産がさかんで、会津塗や南部鉄器などの伝統産業が発達している。 

 ・東北自動車道沿いに工業団地をつくり、ＩＣ・半導体、電子機械などの工場が進出している。 

 

北海道地方 

 ・豊富な農産物や水産物をつかった食品加工の産業がさかん。 
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【日本の工業の特色】 

 

①(  )工業地帯として、八幡製鉄所の鉄鋼業を中心に

発達した。現在は、高速道路や空港の近くに自動車や

(  )工場が増加している。 

②(  ) 工業地域では、鉄鋼業や石油化学工業が発達

している。岡山県倉敷市の水島、山口県の周南市や岩国

市などに(  )が発達している。 

③(  ) 工業地帯では、せんい工業中心に発展し、戦

後は臨海部で石油化学工業が発達した。都市内部に

(  )が多く、(  )産業を支える企業もある。地盤沈

下や環境保全を考え、(  )水を使用するなどの環境対

策を実施する工場が増えた。 

 

 

④(  ) 工業地帯は豊田市を中心に(  )、伊勢湾沿

いで鉄鋼や石油化学工業が発達している。 

⑤(  ) 工業地域では、浜松のオートバイや自動車、

(  )の生産がさかん。静岡県富士市では、(  )・パ

ルプ工業がさかん。 

⑥諏訪盆地では(  )が発達している。高速道路の整備

により(  )が発達してきた。 

⑦北陸地方では(  )が発達し、燕市の洋食器などの金

属製品の生産がさかん。また、古くからの技術を生かし

た(  )の生産がさかん。 

⑧(  ) 工業地帯は、化学、鉄鋼、機械を中心に発達

し、(  )業が東京中心部に集中している。 

⑨(  ) 工業地域は、内陸部の高速道路沿いに工業団

地をつくり、機械工業を中心に発達した。 

⑩東北地方は(  )の生産がさかんで、会津塗や南部鉄

器などの伝統産業が発達している。 

⑪東北自動車道沿いに(  )をつくり、ＩＣ・半導体、

電子機械などの工場が進出している。 

⑫豊富な農産物や水産物をつかった(  )の産業がさ

かん。 
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【日本の自然の特色】 

 

九州地方 

 ・暖流の黒潮と対馬海流の影響で冬でも温暖な気候。梅雨から台風が通過する時期に雨が多く、集

中豪雨による洪水や土砂くずれなど災害が多い地域。西南諸島は亜熱帯性の気候。 

 ・多くの火山が分布し温泉も多い。阿蘇山は巨大なカルデラ、桜島周辺にシラス台地が広がる。 

  

中国地方 

 ・中国山地北側の山陰では、冬の季節風の影響で積雪量が多い。 

 ・四国山地南側の南四国では、黒潮の影響で温暖で降水量が多い。 

 ・瀬戸内海に面した瀬戸内は、年間を通して降水量が少ない。 

 

近畿地方 

 ・北部は冬の北西の季節風で積雪量が多く、リアス式海岸の若狭湾が広がる。 

 ・中央部は、京都盆地や奈良盆地、大阪平野などの盆地や平野が広がる。 

 ・南部は紀伊山地があり、黒潮の影響で温暖な気候。夏の南西の季節風の影響で多雨地帯。 

 

中部地方 

 ・中央部の中央高地は内陸で標高が高いため、冬の寒さが厳しく、年間の降水量も少ない。 

3000m級の三つの山脈(飛騨・木曽・赤石山脈)は「 日本アルプス」とよばれている。 

 ・北陸は日本海側の気候で、冬の北西の季節風で積雪量が多い。日本一長い信濃川下流の越後平野

をはじめ、平野が多い。 

 ・東海は太平洋側の気候で、夏は暑く降水量が多く、冬でも比較的温暖である。 

 

関東地方 

 ・大部分が太平洋側の気候で、夏は梅雨や台風で降水量が多い。冬は北西の季節風で晴れの日が多

く乾燥している。 

・日本最大の関東平野に利根川が流れ、台地には火山灰が積もった関東ロームでおおわれている。 

  

東北地方 

 ・緯度が高く北にいくほど冬の寒さが厳しい。冬の季節風の影響で日本海側は積雪量が多く、太平

洋側は少ない。太平洋側は夏に北東からの冷たい風「やませ」がふくと気温が下がる。 

 ・中央に奥羽山脈が南北にはしり、三陸海岸南部はリアス海岸が広がる。 

 

北海道地方 

 ・亜寒帯に属し、冬の厳しい寒さと夏の涼しさが特色。西部は冬の積雪量が多く、夏の気温はやや

高くなる。東部は、積雪量は少ないが特に寒く、夏も気温が上がりにくい。 

 ・中央の日高山脈と北見山地で西部と東部に分かれ、西部は石狩平野、東部は十勝平野や根釧台地

が広がる。 

 

単  元 
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【日本の自然の特色】 

[九州] 

①多くの(  )が分布し温泉も多い。阿蘇山には巨大な

(  )、②桜島周辺に(  )が広がる。 

[中国・四国] 

③中国山地北側の(  )では、冬の季節風の影響で積雪

量が多い。④四国山地南側の(  )では、黒潮の影響で

温暖で降水量が多い。⑤瀬戸内海に面した(  )は、年

間を通して降水量が少ない。 

[近畿] 

⑥北部は冬の北西の(  )で積雪量が多く、リアス式海

岸の若狭湾が広がる。⑦中央部は(  )盆地や奈良盆地、

(  )平野などの盆地や平野が広がる。⑧南部は(  ) 

                        山地があり、黒潮の影響で温暖な気候。夏の南西の季節 

                        風の影響で多雨地帯。 

[中部] 

⑨中央部の(  )は内陸で標高が高いため、冬の寒さが

厳しく年間の降水量も少ない。3000m級の三つの山脈(飛

騨・木曽・赤石山脈)は(  )とよばれている。 

⑩(  )は日本海側の気候で、冬の北西の季節風で積雪

量が多い。日本一長い(  )川下流の(  )平野をはじ

め平野が多い。⑪(  )は太平洋側の気候で、夏は暑く

降水量が多く、冬でも比較的温暖である。 

[関東] 

⑫日本最大の(  )平野に利根川が流れ、台地には火山

灰が積もった(  )でおおわれている。 

[東北] 

緯度が高く、北にいくほど冬の寒さが厳しい。⑬冬の

(  )の影響で日本海側は積雪量が多く、太平洋側は少

ない。太平洋側は夏に北東からの冷たい風(  )がふく

と気温が下がる。⑭中央に (  )山脈が南北にはしり、

三陸海岸南部は(  )が広がる。 

[北海道] 

亜寒帯に属し、冬の厳しい寒さと夏の涼しさが特色。⑮

中央の(  )山脈と北見山地で西部と東部に分かれ、西

部は⑯(  )平野、東部は⑰(  )平野や⑱(  )台地

が広がる。 
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瀬戸内 
工業地域 

 

 

 

【九州・中国・四国地方】 

(1)右の地図中Ａの工業地帯は、明治時代に建設された製鉄所を中心に発

達した。この工業地帯、および製鉄所を何というか。 

工業地帯名(              )  

製鉄所名(              ) 

(2)Ａの筑紫平野は米の生産がさかんであるが、米の収穫後に小麦やイチ

ゴなどを栽培している。この農業を何というか。 

(              ) 

(3)右の表は地図中のＡ～Ｄの米とピーマンの収穫量、牛肉の生産量、漁

獲量を表している。Ｃ県にあてはまるものはア～エのどれか

記号で答えなさい。 

              （          ） 

(4)Ｃ県で促成栽培を行う生産者の利点を「出荷時期」 

「価格」の二語を使って、簡潔に書きなさい。 

（                                           ） 

(5)Ｄ県の火山灰が堆積した大地を何というか。    （                 ） 

 

(6)右のⅠ～Ⅳの雨温図は、地図中のＸ～Ｚのい

ずれかの都市のものである。Ｘ～Ｚにあてはま

る雨温図を選んで答えなさい。 

 Ｘ(       )  Ｙ(       ) 

 Ｚ(       ) 

(7)地図中Ａ市にはため池が多くみられる。 

その理由を簡潔に書きなさい。

（                                          ） 

(8)右の表は、島根、広島、愛媛、高知県の、

それぞれの面積、人口、果実・製造品出荷額、

県庁所在地の降水量平年値を示している。 

Ａ～Ｃにあてはまる県名を答えなさい。 

Ａ(   県)Ｂ(    県)Ｃ(    県) 

 

(9)右のグラフは、瀬戸内工業地域と全国の工

業製品出荷額の割合を比較している。グラフのア～エは、化学工業、

機械工業、食料品工業、せんい工業のいずれかである。①化学工業

と②機械工業をア～エから 1つずつ記号で選びなさい。 

①(       ) ②(        ) 

単 元 名 年  組  番  
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【近畿・中部地方】 

 

(1)右の雨温図は、左の地図の豊岡市と姫路市のどちらを表して

いるか答えなさい。また、その根拠となる理由を書きなさい。 

都市名(        ) 

理由(                         ) 

 

 

 

(2)右の表のア～エは、兵庫県、大阪府、和歌山県、三重

県のいずれかがあてはまる。三重県と兵庫県にあてはま

るものを、表のア～エからそれぞれ選んで記号で答えな

さい。 

三重県(     ) 兵庫県(     ) 

 

(3)右の地図中Ａ～Ｃは 3,000m級の山脈がある。Ａ～Ｃの山脈名

を答えなさい。 

Ａ(       )Ｂ(        )Ｃ(       ) 

(4) 地図中の魚沼市は稲作が盛んな地域であるが、1970年ごろか

ら減反政策が実施された。その主な理由を書きなさい。 

（                          ） 

(5)魚沼市のある新潟県をはじめとする北陸では、伝統産業が発達

している。その理由を冬季の気候と関連付けて簡潔に書きなさい。 

(                                            ) 

 

(6)右の地図中のＹ、Ｚの工業地帯名を答えなさい。 

Ｙ(           )  Ｚ(           ) 

 

(7) 右のグラフのア～ウはⅩ～Ｚの工業地帯のいずれかの製造品出荷

額の内訳を示している。Ｙの工業地帯を示しているものを、ア～ウか

ら 1つ記号で答えなさい。        (        ) 

 

(8)右のグラフから読み取れる、地図中のＹの工業地帯の特徴を、

他の二つの工業地帯と比較した製造品出荷額と種類別の内訳に

着目して簡潔に書きなさい。 

(                           ) 
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Ａ 

Ｂ 
Ｃ 

Ｄ 

 

 

 

【関東・東北・北海道地方】 

(1)右の表は、横浜市と他の都市を比較したものである。横浜

市の昼夜人口比率が他の都市に比べて低い理由を簡潔に書き

なさい。 

 

 

 

(2)右のグラフは、神奈川県と群馬県の工業製品出荷額の割

合を示している。神奈川県はａ、ｂのどちらか記号で答え

なさい。また、その理由を神奈川県の位置に着目して簡潔

に書きなさい。 

記号(       ) 

理由(                                        ) 

(3)右の資料は、茨城県産レタスの主な出荷先への卸売数量を示している。 

茨城県は野菜の栽培がさかんだが、その産地としての利点を、右資料を参考に

「大都市」、「新鮮」の２語を用いて簡潔に書きなさい。 

 

 

 

 

(4)右の地図中Ｘは、やませの一般的な風向きを示している。 

この風はどのような風で、どのような影響をおよぼすか簡潔に書きなさい。 

 

 

(5)右の地図中Ｙの地域の海岸は、狭くて深い湾が複雑に入り組んでいる。こ

のような海岸の地形を何というか。(              ) 

(6)右の地図中Ｚの都市は、中央官庁の出先機関や大企業の支店が多く、 

東北地方の政治や経済の中心になっている。このＺの都市名を答えなさい。 

               (            ) 

(7)右の表の○あ～○えは、上の地図中のＡ～Ｄの県のいずれかを

示している。○いと○えにあてはまる県を記号で選び、県名も答え

なさい。  ○い(記号     県名           )※各両

解 

     ○え(記号     県名           ) 

(8)右の表から北海道では畜産業がさかんであることがわかる。 

右のグラフは、北海道の肉用牛の飼育頭数と飼育農家戸数の推

移を示している。北海道の肉用牛の飼育農家の経営規模がどの
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ように変化していることが読み取れるか簡潔に書きなさい。 


